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．：幸二

善通寺市内に隠数多　の埋蔵文偲財が残盛れて齢ます⑳　これらが発掘調査されるたびに

新たな事実が解明され淘　そして新たな謎の解明が始まります⑳

本年度は善通寺市内遺跡発掘調査事業と♭竃、平野部と鹿陵部も　市内二箇所で遺構の確

認調査が実施されま』た⑳　平野部では昭和鵬年度にその一部が発掘調査された鬼頭神遺跡

の推定域内海　底陵部では平成　年度から保存整備事業が開始された海　史跡顧問歯墳群のう

ちの一基である寓が魔笛境の隣接地が調査の対象となりま♭た⑳

ところが淘　齢ずれも重要な遺跡の隣接地であるにもかかわらずも　小畳の遣物が出丑した

だ相でも　明確な遺構を磯出することはできませんでした⑳　このように遺跡の存在を予想♭

発掘調査を実施魁ても、遺構が確認されな齢ことが稀にあります⑳

魁か』、遺構が党風されな齢ことは調査の失敗ではあ　ません¢　調査されな齢丑地は完

全に未知でありも　遺構が存在しな齢と齢うことを確認することは新たな遺構の党風に匹敵

』ます。なぜなら、そこに生活の痕跡か無齢と齢うことにも何らかの理由がある欝です¢

この事実を調査研究する芝とで、歯代の生活環境や社会を知ることができます⑳　小規模な

調査でもも　その数を確実に増やすことでも　苗代の善通寺市が少♭ずつ魔見てくるのです。

このたびの善通寺市内遺跡発掘調査事業実施にあたりも　ご協力をたまわりました関係機

関及び周辺地権者の方々も　また報告書刊行にあたりも　ご指導をたまわりました諸先生各位

に膵　お礼申』上げますとともにも　発掘調査に携われた調査関係者の皆様のご苦労にも心

から感謝申魁止げます⑳

平成7年　3周3温田
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且・本書は善通寺市教蘭委園舎が国庫補助事業変転竃実施転変淘埋蔵文魔願調査事業善

通寺市内遺跡発掘調査事業）の発掘調査報告書習あるの

e　本事業は善通寺市下雷田町鬼頭神風臓一別芸お齢等平成　年　別5附から間年　腰凰摘

まで実施し、史跡有岡苗墳群寓が魔協墳錮こ隣接寄る善通寺市善通寺町鍼錮…竃は平成

9周2田から闘牛9周3の田まで露施餌監

。本書の編集作成は善通寺市教育委戯会文偲振興室童事笹綱寵一が行った⑳

4。補助事業の中で実施された、横穴式石室の実測や墳鹿周辺部の測畳調査及感遺物の実

測は四国学院大学者歯学研究会の協力を得等笹川が行った◎

・本事業実施及び本書の編集にあたっ竃隠淘次の粛新機関より多大な御指導◎御援助並

びに資料提供を得た。記して謝意を衰魁まずの　藍敬称略⑳廟不問》

香川県教育委戯会も香川県埋蔵文化財調査センターも四囲学院大学者歯学研究会も

三宅疇太郎も　香川昭義も　新地功威

調査参加者：石樹　守、井原義春も井原應東海　山田金太郎も藤沢　遂

働森ミユキ淘　岩本希健予

（四国学院大学者苗字研究会〉

吾、病　弊．風討手言、∴普帝京一、千号言二　1一二二十一1

東野由紀子、瀬尾裕子淘　蒸鍋富乎海曹番轟薬
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第－章　　遺跡周辺の地理と歴史

善通寺市は香川県西部の内陸部に位置し、真言宗開祖の空海が誕生した土地として有名

な田園都市であり、総本山善通寺の門前町として発達している。

東は丸亀市、西は三豊郡高瀬町・三野町、南は仲多度郡琴平町、北は仲多度郡多度津町

と境を接している。

善通寺市周辺に広がる丸亀平野は、土器川や金倉川・弘田川の沖積によって形成された

香川県下最大の沖積平野で、これらの河川による扇状地・氾濫原・小三角州などから形成

されており、南から北に下るゆるやかな傾斜になっているため、たいていの場所から瀬戸

内海や対岸の岡山を望むことができる。この河成沖積層の土壌は、下層土が灰褐色のマン

ガン結核を含む黄褐色砂質土層、表層70～80皿が強粘土質砂礫層で構成されており、通常

弥生時代以後の遺構はこの下層上面に遺存している。この黄褐色砂質土層中には希に縄文

土器片が包含されていることが知られていたが、近年実施された四国横断自動車道路建設

に伴う埋蔵文化財の発掘調査などによって、この土層は縄文時代後期から晩期にかけて堆

積したものであることが確認されている。

また、善通寺市の北には讃岐の中世山城跡を代表する天霧城跡が山頂部に所在する雨霧

山、酉から東にかけては、火上山・中山・我拝師山・筆の山・香色山が麓をつらねて並ん

でおり、五岳と呼ばれるこれらの山塊は、あたかも五枚の屏風をたてかけたようにそびえ

ていることから、この山麓の地は屏風ケ浦とも呼ばれ、当地の人々に親しまれ、古くから

信仰の対象であったことが伺える。その南には、中山に連なる東部山・有岡の里を経て大

麻山がそびえており、平地中には鶴が峰・磨白山・如意山・鉢伏山・甲山などの小丘が散

在している。

第1図　　調　査　地　遠　景
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瀬戸内海の南岸に位置魁気候と風丑に恵まれた丸亀平野はも　かな　苗　から風間の文艦

が開柑た丑磯でありも　丸亀市の中プ池遺跡⑳善通寺市の五条遺跡◎善通寺市から仲多度都

にか柑竃広がる三井遺跡など淘弥生時代前期から中期に齢たる間時代の遺跡群が知られて

締る⑳　中泡遺跡習隠環濠と想定される三重の充満が磯出澄酌も弥生時代前期の苗段階の特

徴をもつ弥生丑器を中心に淘　一部中期的様欄を豊ずるものまで出丑』竃齢る⑳三井◎五条

TE呉∵‾丁‾守、‥一重二、－．1三一十二主仁王と工二′’一二・ヰ二三三し．二二二、二二二「二一十士㍉モ∴一　言二∴／二丁

豊十・こ二十′圭一　亡∴定豆ニーL L二二∴∵当を十、・、一三悠－ご一甘こ圭二±言‘÷「二二　亮し′諌言／・ノ、て∴′了ら

ま二　　㌦三一二・二一主二l∴二：1．二l′‡一三J∴長信1∴⊥ニー‥．－し！享l三±一幸∴七㌦丁∴二一二．元＝∴コl舌言　い、・≧工

∴玉二言、一　∴一十二千∴、I十二′ニー‘三十二∵‾・享了、一三て壬∵言下∵‾工．∴一　∴－∴二二l　三‾　一再　二∴

◎中メ池遺跡などは海岸部に形成された集落である芝とがわかる⑳　そ』竃も　更にこれらの

遺構が遺存ずる黄褐色砂質丑層と芝の帯の淡積層の間には淘縄文時代後期から晩期の生活

痕が薗認されてお軋現在のところ善通寺市の苗代文化随的凱鍼年前ま習遡る這とがで潜

る。

善通寺市街地の北一帯には香川県を代表する弥生時代の中枢的な集落遺跡があるの西
1

随筆の山の山裾からち　魔は四囲農業試験場の敷地にまで及んでおりも　芝芝がもと繚痍場用

甘7㌧、、二言工．∴±十一三旧J∴甘話せ事と駐ふ′ご守了二二′∴三二　で∴　二　二一「、1、・三三、三にト工1高圧漣瑚「

稲未遺跡◎石川遺跡と続柄て齢るが淘　齢ずれの遺跡も近年までは本格的な調査は実施凄艶

ておらずその詳細は明らかにされて齢なかった⑳

』か♭ながら淘　昭和鋼年頃の四囲農業試験場の用地整備工事に伴って海　弥生時代前期か

ら後期にか柑竃の小児壷楷≠敦盛◎多数の丑器も　石器額が田並』た芝とや淘　県道の整備工

事の際にも　国立病院のあたりから弥生丑器に加えて須恵器や小玉などが出丑魁たことなど

下意一　旦11両’モ廿」二了・－「了二千‾ご壬、三l　占：一組竜王にき∵工∵　‾－′、l三．こ∴二∴一砧訂主、：一℃「－′工三．．：．

［練窺場遺跡隠芝のように広齢範囲に及ぶ爾能健が強齢ばか　かも　弥生時代前期から後

期も苗墳時代にか柑竃の連続性が考えられる県下でも例のな齢存在習あることが知られて

締る⑳ただも　最近の調査によってこの旧線廉場遺跡は幾つかの州道こよって分断されて締

ることが解り、i練兵場遺跡群と』てとらえた方が魔齢と考えられる⑳

この遺跡群でこ酌までに実施された発掘調査を臓に紹介するとも　総本山善通寺の商に流

れる弘蜘用沿齢で昭和儲年に実施された善通寺西遺跡の調査から始まる⑳　ここでは弥生時

代後期から苗墳時代にか柑ての用水路が磯出されも　多数のか型丸底壷⑳船の健や柱樹など

が出丑』ておりも　生活基盤である水田域の拡大が行われたことや苗齢清の廃絶に伴う祭祀

が行われたことが確認されて締る⑳既納でも　昭和鯛年には遺跡群の魔端部に所在する由鳳

時代建立と考えられる善通寺の前寺◎伸紺廃寺藍伝導寺跡）の発掘調査が実施され、音域の

北端と海　更にその下腰では弥生時代中期から苗墳時代こか柑ての遺構が磯出された⑳

昭和醐年には善通寺西遺跡から弘田川沿齢の6の孤程下流に所在する彼プ宗遺跡の発掘
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1．永井遺跡
2．中ノ池遺跡
3．三井遺跡
4．五条遺跡
5．稲木遺跡
6．石川遺跡
⑳7．九頭神遺跡
8．甲山北遺跡

9．旧練兵場遺跡群
①彼ノ宗遺跡
②仙遊遺跡
③仲村廃寺（白鳳）
④善通寺西遺跡
⑤善通寺′伽藍（奈良）
10．下吉田神社古墳
11．青龍古墳

12．大塚池古墳
13．磨臼山祭祀遺跡
仕磨白山古墳便捌
15．鶴ガ峰山頂古墳
且6．鶴ガ峰4堵墳洩跡］
廿丸山古墳［史酎
18．王墓血古墳世路］
甘菊塚古墳

慮：銅鐸出土地i：銅剣出土地！瀾矛出土地

－6－

20．北原古墳群
21．瓦谷1号墳
22．御館神社古墳
㊥23．宮が尾古墳［蛸］
2∠L宮、ガ尾2号墳
25．野田院古墳［蛸］
26．岡古墳群
⑥岡5号墳
⑦岡6号墳

⑧岡10号墳
（9岡13号墳
⑲岡Ⅲ等墳
⑪夫婦岩1号墳
⑫夫婦岩2号墳
27．大麻山椀貸塚
28．太藤山経塚
29．陣山古墳群
30．宝憧寺跡（白鳳）
3且．櫛梨城跡（中世）
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を背景こ淘特定の有力者が親臨の技術こより潅漑治水事業等を翫施耕作面積を増大凄敵

機域を代表する権力者とな　有岡地区を中心こ数多　の墳墓を築くようになるが、苗墳時

機を迎えこの磯の勢力は更に発展を続柑竃締る⑳旧線廉場遺跡で隠弥生時代の集落遺構啓

三苗墳時代の集落遺構欝が重なりも発凝調査の際には遺構の複合状況を把握する芸歴が困

薄と思われる状況が頻繁にみられる⑳

集落域は市街地から北方と東方に広がりを凰軌市街地の南西部の應陵部が墓域と推定

され若齢る⑳　この地区だ相でも鯛基を超見ておりも中でも香魚山◎筆♂蜘◎我拝師山習

北部を淘大麻山で南部を限られた弘囲働流域の粛岡地区は前方後嗣境が集中する地域と』

竃粛名習あるの

まず苗段階の苗境と』等私大廃山山麓中竃も焼飯的高所を中心に太廃山椀貸臥太廃

山経塚海野囲院苗噴、御意林苗境も大窪経塚苗噴、丸山且萄◎2魔境なだ数多くの積石塚

が築かれて締るがも御意林と丸山　魔境以外は全て前方後嗣境でありも積石塚苗墳分布範

囲の巌西隈に位置レて締る盛でも注田できる。中でも野田院苗境は大麻山北西藤　標高朋

5m）のテラス状平坦部と齢う全国的にも有数の高所に立地する丸亀平野厳粛段階の前方

後嗣境で、前方部は盛り土、後岡部は積石境で構築されて締る⑳

またも有岡地区の平地部分に臥前期から後期にか細での多数の前方後嗣境が直線的に

並んで築かれて折るd北東から南西方向に腰に生野藤子塚苗墳　消滅持磨田山苗墳0鶴

が峰魔境　消滅巨鶴ガ峰　魔境◎丸山苗墳◎王墓山笛墳⑳菊塚苗境が知られ竃おり匂

その状況から岡一系譜止の薗展墓欝と考えられて齢るがも中でもその中央の小屋陵止に築

かれた王墓山苗境は一際因を引く存在である◎

苗墳時代後期末になると太廃山山麓部の至る所に群集境が出現するが匂馴芝は寓が魔笛

境に代表されるような線刻画で装飾された横穴式石室が計　基礎認凄艶竃おりも様々な慮

習興味は尽きない。

芝の頃の丸亀平野は金愈用の東が都園部も西が多度郡と呼ばれ竃おりも多度郡こ隠佐伯

直一族が勢力をもっており、有岡一帯の前方後閑墳欝につ齢でも佐伯一族の一代系譜の墓

とする考えが有力である。

やがて仏教の伝来に伴締高境が造られな　なるが匂既に画風期こ眩佐伯の成育である仲

村廃寺（伝導寺跡）が旧線県域遺跡の一鍋に建立される◎』か』ながら芝の翻意短期間で消

滅し首魁ま齢、その際に鍋m躍繭こ移転されたものが現在の善通寺伽藍ではな齢かと考

、ミら辛Uγ、いる。

泰盛時代未頃佐伯氏に弘法大師空海が誕生した芝とによって匂平安時代から室町時代

こかけて披関前町として栄え、鎌倉時代から室町時代初期にか柑竃寺院の最盛期を迎えも

地名も尊名そのまま善通寺樹となるが、戦国時代には殆どの寺院は焼失魁竃魁まう⑳

寺社の復興は江戸時代こ徳用幕府が封建制度を藤並』でから習ありも　芝の頃囲図八十武
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カ所巡礼や金毘羅参りが全国的な信仰行事となるの

明治錮年には第十一師団が設置されも　関前町に軍都と♭ての性格を帯びるようになった

がも　芝のため道路脅鉄道網が整備された。そ』て善通寺町と』て都市億が始まりも昭和鍋

年臓別田に竜川相場北樹◎筆問樹億磨樹との合併により市制が施行されも善通寺市が誕

生二一　ざ㍉

夢魔文献

『善通寺市の苗代文化』

『　善　通　寺　市　史　』

『中の池遺跡発掘調査報告書』

『香川叢書　⑳　考苗篇』

『豆墓山苗墳調査概報』

『五条遺跡発掘調査報告書』

『伸樹廃寺発掘調査報告書』

『　彼　メ　宗　遺　跡　』

『仙遊遺跡発掘調査報告書』

『鬼頭神遺跡発掘調査報告書』

『　稲　水　遺　跡　』

『　伸　樹　廃　寺　』

『史跡有岡苗墳群（王墓山苗墳）

保存整備事業報告書』

『史跡有岡笛墳欝（寓が魔笛墳）

調査報告

『御館神社苗墳発掘調査報告』

『育寵苗墳調査報告書』

善　通　寺　市

善　通　寺　市

丸亀市教育委戯会

香川県教育委戯会

善通寺市教育委園舎

善通寺市教育委戯会

善通寺市教育委戯会

善通寺市教育委戯会

善通寺市教薗委戯会

善通寺市教育委戯会

稲木遺跡発掘調査団

善通寺市教育委腰会

善通寺市教育委戯会

鼠973年Ⅲ周

且9m年7月

且98年臓

且983年3周

且9豊年3月

且鍼年且臓

摘掴年3周

1m年3月

且986年3周

且9掴年3周

且9約年3周

摘約年3周

且錮年3周

善通寺市教育委戯会　且99年臓

善通寺市教薗委戯会　且99年臓

善通寺市教育委戯金　柑鍼年臓

～四国横断画動車道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査実療報告書～

『中尉◎乾◎上一坊遺跡』　第一冊

『朱　ノ　塚遺跡』　第三冊

『稲　木　廃　寺』　第六冊

『永　井　遺　跡』　第九冊

香川県教育委戯金　柑那年3周

香川県教育委戯金　柑酢年摘周

香川県教育委戯会　摘約年臓

番川風教育委戯会　且99年臓周
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窮　三　寒　　調　査　の　概　要

①鬼頭神遺靡

鬼頭神遺跡は善通寺市街地から北に広がる田圃地帯こあるの　芝の場所は以前から淘　弥生

時代の丑器や石器が出丑することが知られ竃齢たため淘　昭和鵬年度には都市計画道路東通

線改段工事こ伴う発掘調査が行われた⑳　その結果淘　設定盛れた調査区は芝の遺跡を縦断魁

ており、弥生時代中期から後期末にか柑竃の竪穴住居跡欝や稀式石棺◎小児壷樹海　苗墳時

代の丑坑や清などが確認盛れ淘　芝酌より繭こ広がる旧線窺場遺跡め鴫やや距離を以竃旬　間

時期こ展開魁た小規模な集落遺跡習ある芝とが判明魁疫の　平野部芸は偽こもか規模な集落

が散在して折る欝であるがも　各々の時代や正確な範囲、関連等級殆だ知られ竃おらず淘　旧

地形の復元と併せた苗代環境の解明が待たれ竃齢る⑳

しか』ながら鳥　丸頭神遺跡周辺の田園地帯は昭和鵬年度の都市計画道路太過般の完成以

降宅地化が進んで締る①そして現状で隠遺跡の性格や範囲等が不明のまま集われて魁まう

恐れがあるため、市親藩重恩会では宅地化が計画されて締る丑磯こつ齢等海　風教育委戯会

と協議の止も遺構の確認調査を実施』準の事業は国庫補助◎県費補助こよる埋蔵文偲財調

査事業習あるの

遺跡推定
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第磯園　鬼頭紳遺跡調査地学薗園

調査地は前期の前方後嗣境であったと伝わる富田苑幡神社の南方鋼Ⅲ鍵に位置』て締

る⑳　ここは前脚の詞′蛮地で確認された集落の中心から南東も緩やかな傾斜地の恵方的鯛の

Ⅲに位置して齢るが、両者の間には繭廃から北西方向に流路と恩触れる地形の変化が認め

られるためも　遺構が連続』な齢可能性が高齢と考えられる⑳

調査地周辺の地形は以下のとおりである⑳北方は富田武略神社あたりまで微高地が連続

する。東方は摘Ⅲ躍微高地が続的た後に大規模な旧河道の痕跡と腰られる低地を隔てて

石川遺跡推定磯である微高地が凰見る。南方は旧線廉場遺跡推定域との間の大きな［田河道

によって寸断されて締ると考えられるが海　宅地艦が促進されており範囲は不明である⑳

そしても　調査地西側に水路と農道を隔てて隣接する永田南は調査地より低齢ため、当該機

隠微高地西端の傾斜地こあたりも　昭和鵬年度に調査された地区との間に小さな流路の存在

が考えられる⑳　そこでも調査対象地に幅且m、東西方位に最澄　孤の　レン費を計　箇所

に設定』遺構の確認調査を行った。※第3匹レンチのみ幅2m

その結果も　餌作画から鋼皿躍掘り下げたところで遣物の包含腰第Ⅳ層⑳第霊廟が墳出

された⑳　この包含腰を除去』た下は磯山でありも　芝の恩顧は緩やかに廃から西に下るもの

の大部分が剛平されて締る様子が確認できたの包含層から出丑』た遺物は弥生時代の丑源

一11－



I　濃灰色土層（耕作土層）　Ⅳ暗灰褐色砂質土層

Ⅱ濃灰褐色砂質土層　　　　Ⅴ黄灰褐色砂質土層（地山）

Ⅲ暗茶褐色粘土層　　　　Ⅵ青灰色砂利層（地山中の自然堤防）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1111

ⅩⅢ淡灰色土層（撹乱層）　　ⅩⅢ暗灰色土層（授乱層）

第　園鬼頭神遺跡　沙ン訝豊層実測図　仕から第～第細レンチ、齢ずれも両壁丑腰）

や石器の砕酎まかりで、その時代も前期（畿内第‡様式後判から後期末までとはぼ全疇燭

のものが確認された。土器片の中で最も多　凰られたのは、中期畿内第Ⅲ様式後半から

後期末頃までのもので、それ以前のものは極めて少ない。この調査結果は昭和鵬年度の調

査結果と合致する。このことから平野部の微高地には同時期に多数の散在集落が展開し、

付近の村と有機的なつながりを形成していたものと考えられる。

第1　レンチでは、画然堤防と考えられる療帯が地山から突出した部分が確認された。

また、第3甘、レンチでは包含層の堆積が安定しておらず、客丑されたものである可能性が

高い。遺構は第m、レンチ中央で丑坑状のものが確認されただけでありも時期や性格を明

らかに出来る遺物は検出されてはいない。

従って、当該地は下富田八幡神社から南南東に延びる小さな微高地を中心とした小規模

な集落域の西端の傾斜地にあたるため希薄な包含腰のみで遺構等は確認されなかったが、

小さな流路を隔てて比較的大きな北西側の集落域と隣接している様子から、広義に解釈す

れば九頭神遺跡に含まれるであろう。
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②寓が尾薗囁隣接地

0　　　　100

第謡困　寓が尾薗囁及び調査地飽置園
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本市では苗代の集落遺跡隠市街地を中心に北方に展開魁も市街地南西側の應陵部は笛墳

匡4JW凛望、：：言±1言‾仲平テ鵠丁、‾鞍中．これ壬…羊J‥中辛㍉三十了三三∵二・∵∵‘‾㌧∴　　′

の中には問一系譜止の薗展墓藍考えら約る前粛饅閻魔が多数含まれ竃おり篭讃岐の苗代魔

解明こ貴重な役割を果たすものと評価は高齢⑳そ魁竃淘疇鵬年度の王墓山歯墳緊急発翻

調査を契機こ淘　芝の磯を代表する6基の苗域が史跡の措定を受軌昭和飢年度から平成認

年度にか柑竃王墓山苗境の保存整備事業が行馳酌も平成週年度から隠線剰壁画習知ら凱る

寓が魔笛境の保存整備事業が行触れて齢る⑳

平成　年度芸は機中に埋没魁た寓が魔笛境の墳鹿の親榛を把握するための試掘調査淘平

成　年度は史跡の公粛磯偲事業が実施され淘平成　年度から本格的な保存整備事業に着手

する芝ととなった⑳

史跡指定地はその西側を南北に走る県道からやや離れ竃おりも整備凄艶た史跡を裔効に

活用するためこ私費の間の果樹園を併せ竃整備する必要が生隠た⑳そ芝習淘　芝の丑飽隠

市が単数で購風』関連事業夜襲施すること藍なったがも史跡に関連魁た墓道等の遺構の存

在が考えられたためも県教薗重恩会と協議の止も遺構の藤認調査を実施魁た⑳事業は国庫

補助◎県費補助による埋蔵文偲財調査事業習ある⑳

盲」㍉辛1巨」茸た．芦隼予ヾ告f’工－土、：－：一二半年巨
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側
I暗灰色土層（耕作土層）　Ⅲ黒灰色土層（耕作土層）　Ⅴ灰茶褐色砂質粘土層（地山）

Ⅱ潰灰色土層（耕作土層）　Ⅳ淡茶灰色砂磯土層　　　Ⅵ灰茶褐色砂質土層

窮⑳園　寓が魔薗囁隣接地睦睦ン菅平薗圃◎豊層実測園

調査感は果樹園であり、魔側に隣接する史跡の平均地表面より　～　m低齢位置にある

が、史跡側は平成　年度の調査によっても苗境の周囲に付近の池の渡濠丑が膵　盛られた

ものであることが判明して折る。従っても実際は宵が魔笛境の裾部と余り比高差が無いも

のと判断されたため、墓遺骨祭祀跡等の関連遺構の存在が考えられた。

そこで、平成　年度史跡保存整備事業発掘調査事業吊こ伴齢も掘削用重機や運搬車蘭の

－16－
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0　　　　　　　　　10cm

第相関　寓が鷹番囁隣接地飽食層出藍遺物実測関

連嵐路を計画魁竃齢る範囲　箇所に全廃軋Ⅲの　レンデを設定し、遺構の確認調査を実施

』たの　第温　沙ン費で隠膵齢耕作丑の下に海南から北に緩やかに下る灰褐色砂質粘丑の

墟山が確認習きたが海　その表面にを朗、さな▽ンガン結核と亀甲状の亀裂痕が認められた⑳

これは第囲期更新健の洪積層で他の場所では部分的に粘性丑に変わる⑳　この下層は中生代

由盛期の餞家花商岩の強風化層となって締る芝とがも史跡側で実施したボーリング調査の

結果で判明』て齢る⑳遣物は繚乱廟中から須恵器片が二慮組射膵とサヌカイ　製の石鍍

1、、一了L．二∴．‾二ゝ一＿－ブ　∵二三㌦

第2　膨ン費では海第且　睦ン争闘様膵齢耕作丑の下に灰褐色砂質粘丑の地山が確認で

きた⑳　恥膨ン牽南端を割田地形を反映しており尾磯状に急に高くなるが、その磯部を南西か

ら北東に向かって安山岩を利用した暗渠排水路が磯出された⑳　これは近世の水田に伴うも

ので匂調査地に隣接する溜池埋防外側の水路に繋がるの遺物は澄乱腰中から須恵濃緑が二

慮組狛蟻　と瓦器障組釦が一意淘弥生丑器の破紺が数庶出丑して折る⑳

当該機は水田とし竃削平盛れ開墾されて齢たようであることからも　暗渠排水路より北西

側には関連遺構が残る爾優性は極めて低齢と判断された⑳

以下、繚乱廟から出丑』た遺物を説明するの

弥生丑器の時期は不明習あるがも須感濃緑と瓦濃緑の時期は判明して折る。齢ずれも小

紺ではあったがも　その時期を明らかにすることができた。

本調査完ず後に実施された史跡顧問苗墳群（寓が魔笛噴）の発掘調査によって、本調査地

と隣接する史跡内から新たに一基も横穴式石室を主体部とする直径且2m鍵の悶境が磯出さ

れもその状況からこの苗境の副葬品の一部が移動したものと判断されたためであるの

紺近に寓が魔　～　魔境が確認されて締るため本境は寓が躍第2高域としたが、副葬品

は　健紀前半のもので海相健紀中葉頃に二次利用があったらしく多数の瓦器潤色丑器⑳鰹

鉢⑳丑師器等が出丑』で締る⑳　※図版第m図参照⑳
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善通寺市街地から北方淘廃藩一帯こ広がる田園地帯では淘都市計画道路等の整備に伴齢

宅地化が進んで齢る⑳　芝の地域を含め竃平野部全域こ隠歯代の集落遺跡が数多　残盛れて

おり淘　還れらを頂きうる限り保存するためこ随も　事前こ不明部分の確認調査を紆齢基礎嚢

料を充実させ淘　今後の開発行為や研究に備える芸歴が急務であるの

今脚の平野部竃の調査地は集落遺跡の爾能健が考えられる範囲内で実施され、弥生時代

前期の丑器がわずか提出丑魁た胤　中期から後期こか柑ての丑器が出丑して締るの　齢ずれ

も砕紺習あり旬　間一包含腰に各時期の遺物が混在』海　産滅したものが多齢ことなどから二

次的な堆積習あると判断された⑳

当該機は当初の遺跡推定範囲内竃はあったがも　集落内を流れる流銘で部分的に寸断され

た箇所であることが判明』疫の

また淘　旧地形は現在の磯形や丑磯利用こある程度反映されて締る状況も確認されたこと

からも　地形の観察は従来だおり遺跡の範囲を特定するために粛効な手段と思われたの

丘陵部では淘　史跡顧問苗墳爵寓が魔笛境の保存整備事業が進む中、史跡の活用に供す

るため、本市が隣接する丑磯の公粛艦と整備を計画レたが、史跡に関連する遺構の存在が

考えられたため遺構の確認調査を実施』たの

酷果、調査地内は開墾により旧地形は集われており遺構等は磯出されなかったが淘調査

地に隣接する史跡内部からは当初の予想どおり関連遺構が磯認された。

本調査の結果ではな齢が淘　寓が尾第　苗境の発魔は史跡である寓が魔笛境を研究する止

で極めて価値が高齢◎　寓が魔笛境は魔事な線刻画による装飾苗境であるがも　盗掘等により

副葬品は殆どが襲われており淘被葬者を知る手掛かりは極めて少な齢の　ところがも　寓が尾

第　苗域は石室は半壊』て齢るものの副葬品は豊富に残されており淘　鍵続調査で寓が魔笛

境の被葬者を知る手掛かりが得られる可能性が考えられる。両者の位置関係等からも　6健

紀末頃に構築された寓が魔笛墳とその隣こ　健紀初頭こ構癒された第　歯境の濃密な関係

は疑齢な齢ものである⑳

寓が魔笛墳及び隣接地では弥生時代の丑器や石器も確認されて折ることから、粛岡地区

の丘陵部にも市北西部の富原町と間榛に半高地性の集落の存在も考えられる⑳　この地の鹿

陵部に粗も　寓が尾第　苗境のようにその存在を知られず地下に埋没した遺構も多　残され

て齢ると考えられるためも　繚続』た分布調査等の必要を痛感する。
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第11図　九頭神遺跡調査地全景～北西から～

第12図　第1トレンチ設定状況（九頭神遺跡）～西から～
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第1・3図　第2トレンチ設定状況（九頭神遺跡）～西から～

第14図　第3トレンチ設定状況（九頭神遺跡）～西から～
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第15図　九頭神道跡包含層出土遺物・（石器）

喝謬㌍

第16図　九頭神遺跡包含層出土遺物・（土器）
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第17園　宮が尾古墳隣接地伐採後の状況～南西から～

第18図　第1トレンチ設定状況（宮が尾古墳隣接地）～南から～
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第19図　第2トレンチ設定状況（宮が尾古墳隣接地）～南から～

第20国　宮が尾古墳隣接地トレンチ設定状況（全景）～北から～
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第21国　富が尾古墳隣接地包含層出土遺物

第22図　調査地と隣接する史跡指定地内で検出された宮が尾第2古墳～北から～
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